
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
対
外
政
策
理
論

今

野

茂

充

は
じ
め
に

一

ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
何
か

㈠

リ
ア
リ
ス
ト
間
の
論
争
と
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム

㈡

二
一
世
紀
の
リ
ア
リ
ズ
ム
研
究

㈢

定
義
と
論
理
構
造

二

分
析
レ
ベ
ル
と
変
数
を
め
ぐ
る
諸
問
題

㈠

レ
グ
ロ
と
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
の
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判

㈡

批
判
へ
の
反
論

三

歴
史
事
象
と
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム

お
わ
り
に

は
じ
め
に

近
年
、
国
際
関
係
理
論
の
研
究
状
況
は
、
多
様
化
の
様
相
を
ま
す
ま
す
深
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
か
つ
て
の
よ
う
に
学
界
を
二
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分
す
る
よ
う
な
大
論
争
が
出
現
す
る
気
配
は
な
い
一
方
で
、
国
際
関
係
や
安
全
保
障
の
理
論
を
扱
う
学
術
誌
の
数
は
確
実
に
増
え
続

け
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
競
合
す
る
学
派
間
の
論
争
が
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
体
と
し
て
み
る
と
、
学
派
や
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
る
棲
み
分
け
や
研
究
の
細
分
化
が
着
実
に
進
展
し
て
お
り
、
理
論
研
究
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
次
第
に
困
難
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

研
究
の
多
様
化
と
い
う
趨
勢
は
、
冷
戦
終
結
後
の
リ
ア
リ
ズ
ム
研
究
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
（offe

n‑

siv
e
re
alis

m

）
と
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
（defe

n
siv

e
re
alis

m

）
の
論
争
を
軸
と
す
る
リ
ア
リ
ス
ト
間
の
論
争
（intra‐

realist
d
e‑

b
ate

）
を
契
機
に
、
若
い
世
代
の
研
究
者
が
多
種
多
様
な
理
論
を
提
示
す
る
よ
う
に
な
り
、
リ
ア
リ
ズ
ム
研
究
の
射
程
を
拡
大
さ
せ

て
き
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ハ
ン
ス
・
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
や
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ウ
ォ
ル
フ
ァ
ー
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
古
典
的
リ
ア
リ
ス
ト

の
研
究
業
績
が
再
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
理
論
の
簡
潔
性
（parsi

m
o
n
y

）
と
説
明
力
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
も
、
広
く
議
論

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
潮
流
の
中
、
国
際
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
の
要
因
に
国
内
要
因
を
統
合
し
て
国
家
の
対
外
政
策
や
戦

略
的
選
択
を
説
明
す
る
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
（ne

oclassical
re
alis

m

）
の
理
論
研
究
と
事
例
研
究
の
蓄
積
が
、
こ
こ

十
年
ほ
ど
の
間
で
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
現
在
で
は
、
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
（co

nte
m
p
orar

y
re
alis

m

）
の
主
要
分
派
の
一
つ
と
し

て
、
そ
の
存
在
感
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
学
派
の
現
状
と
課
題
を
考
察
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
よ
り
優
れ
た
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
理
論
を
創
造
す
る
準
備
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
の
議
論
の
手
順
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
第
一
に
、
冷
戦
終
結
後
の
リ
ア
リ
ス
ト
間
の
論
争
の
経
緯
を
確
認
し
な
が
ら
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
位
置
付

け
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
、
こ
の
理
論
の
特
徴
と
因
果
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
ケ
ネ
ス
・
ウ
ォ
ル
ツ

が
定
式
化
し
た

国
際
政
治
の
理
論
（th

e
or
y
of

inter
n
atio

n
al

p
olitics

）

と

対
外
政
策
の
理
論
（th

e
or
y
of

foreig
n
p
oli‑

c
y

）

の
区
別
な
ど
、
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
の
議
論
を
理
解
す
る
上
で
の
基
本
事
項
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
第
二
に
、
ジ
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ェ
フ
リ
ー
・
レ
グ
ロ
と
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
に
よ
る
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
と
、
そ
れ
に
対
す
る
リ
ア
リ
ス
ト
の
反
論

を
手
が
か
り
に
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
議
論
と
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
や
構
成
主
義
（co

n
str

u
ctivis

m

）
と
い
っ
た
競

合
学
派
の
国
内
要
因
論
と
の
根
本
的
な
違
い
を
指
摘
す
る
。
第
三
に
、
歴
史
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
相
違
や
分
析
道
具
と
し
て
の
有

用
性
と
い
う
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
事
例
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、

こ
の
学
派
の
今
後
の
重
要
課
題
を
二
つ
提
示
す
る
こ
と
で
、
本
稿
を
結
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

一

ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
何
か

㈠

リ
ア
リ
ス
ト
間
の
論
争
と
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム

リ
ア
リ
ス
ト
間
の
論
争
と
は
、
冷
戦
終
結
以
降
、
ウ
ォ
ル
ツ
の
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
を
見
直
す
動
き
が
強
ま
る
中
で
顕
在
化
し
た
現

代
リ
ア
リ
ス
ト
に
よ
る
論
争
で
あ
り
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
の

帝
国
の
神
話

（
一
九
九
一
年
）
の
議
論
を
契
機
に
本
格
化
し

た
と
さ
れ
る
。
こ
の
本
の
中
で
ス
ナ
イ
ダ
ー
が
行
っ
た
こ
と
は
、
拡
張
政
策
に
関
す
る
リ
ア
リ
ス
ト
の
議
論
を
、
攻
撃
的
行
動
を
通

じ
て
安
全
保
障
を
達
成
で
き
る
と
考
え
る
積
極
的
リ
ア
リ
ズ
ム
（ag

g
ressiv

e
re
alis

m

）
と
、
そ
れ
を
否
定
す
る
防
御
的
リ
ア
リ

ズ
ム
と
に
区
別
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
自
身
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ウ
ォ
ル
ト
の
議
論
を
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
分
類
し
、

ジ
ョ
ン
・
ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー
の
議
論
を
積
極
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
近
い
と
し
た
上
で
、
ウ
ォ
ル
ツ
の
議
論
は
両
方
の
要
素
を
持
つ
と
説

明
し
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
学
界
で
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
の
理
論
で
あ
る
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
と
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
制
度
論
が
主
流
学
派
と
し
て
激

し
い
論
争
を
繰
り
広
げ
る
一
方
で
、
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
に
批
判
的
な
論
者
に
よ
る
対
外
政
策
や
大
戦
略
の
国
内
要
因
に
関
す
る
研
究

が
活
性
化
し
始
め
て
い
た

）
。
こ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
こ
の
ス
ナ
イ
ダ
ー
の
研
究
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
国
内
要
因
論
と
し
て
多
方
面
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の
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
彼
自
身
は
国
際
シ
ス
テ
ム
の
制
約
の
重
要
性
を
否
定
し
て
お
ら
ず
、
実
質
的
に
は
、
あ

る
種
の
国
家
が
、
シ
ス
テ
ム
の
制
約
に
反
し
て
過
剰
拡
張
政
策
を
実
施
す
る
理
由
を
国
内
要
因
に
求
め
た
だ
け
で
あ
っ
た

）
。
し
か
し

な
が
ら
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
優
位
を
明
示
的
に
論
じ
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
北
米
の
学
界
で
は
、
彼
の
議
論
は

伝
統
的
な
内
政

理
論
（

）
の
再
声
明

の
一
例
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

）
。
こ
う
し
て
、
リ
ア
リ
ス
ト
間
の
論
争
の
初
期

段
階
に
お
い
て
、
分
析
レ
ベ
ル
の
問
題
に
関
心
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
リ
ア
リ
ズ
ム
へ
の
国
内
要
因
導
入
の
是
非
と
い
う
論
点
が
、

研
究
者
の
間
で
強
く
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇
年
代
中
盤
に
な
る
と
、
現
代
リ
ア
リ
ス
ト
の
間
で
国
家
利
益
（
も
し
く
は
国
家
の
動
機
）
に
関
す
る
仮
定

と
い
う
問
題
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ほ
ど
な
く
し
て
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
論
争
の
最
大
の
争

点
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
ラ
ン
ド
ー
ル
・
シ
ュ
ウ
ェ
ラ
ー
の
研
究
で
あ
る
。
シ
ュ
ウ
ェ
ラ
ー
は
、
ウ

ォ
ル
ツ
や
ウ
ォ
ル
ト
の
理
論
の
現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
を
指
摘
し
、
リ
ア
リ
ズ
ム
に
現
状
打
破
国
家
（re

visio
nist

state

）
の
視
点
を

取
り
戻
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
強
大
な
国
家
に
直
面
し
た
際
、
あ
る
種
の
現
状
打
破
国
家
は
、
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
諸

理
論
が
予
測
す
る
均
衡
化
（bala
n
cin

g

）
で
は
な
く
、
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
（ba

n
d
w
a
g
o
n

）
戦
略
を
選
択
す
る
と
い
う
論
理
を
示
し
た

の
で
あ
る

）
。

こ
の
国
家
利
益
の
仮
定
に
関
し
て
、
攻
撃
的
リ
ア
リ
ス
ト
と
防
御
的
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
国
家
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
ど
の

程
度
の
パ
ワ
ー
が
必
要
な
の
か
、
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
り
対
立
を
深
め
た
。
こ
の
点
に
関
す
る
攻
撃
的
リ
ア
リ
ス
ト
の
見
解
は
、
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
ど
の
程
度
の
パ
ワ
ー
が
必
要
な
の
か
を
確
信
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
安
全
保
障
を
追
求
す
る
最
良
の

方
法
は
シ
ス
テ
ム
の
中
で
最
強
の
国
に
な
る
こ
と
だ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る

）
。
つ
ま
り
、
強
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
国
家
は
よ
り
安
全

に
な
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
中
で
の
国
家
は
、
相
対
的
パ
ワ
ー
の
最
大
化
を
目
指
す
主
体

（po
w
er

se
e
k
er

）
と
し
て
仮
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
学
派
の
代
表
的
論
者
で
あ
る
ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー
は
、

世
界
政
治
に
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お
い
て
現
状
維
持
国
家
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い

と
も
論
じ
て
い
る

）
。

一
方
、
防
御
的
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
必
要
以
上
に
パ
ワ
ー
を
求
め
る
こ
と
に
対
し
て
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

他
国
に
不
必
要
な
脅
威
を
与
え
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
自
国
に
対
す
る
対
抗
同
盟
を
誘
発
す
る
な
ど
、
自
滅
的
な
結
果
を
招
く
可
能

性
が
高
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
防
御
的
リ
ア
リ
ス
ト
は
、

国
家
の
最
大
の
関
心
事
は
、
パ
ワ
ー
を
最
大
化
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
内
で
の
地
位
を
維
持
す
る
こ
と

に
あ
る
と
考
え

）
、
理
論
の
中
で
は
、
国
家
を
安
全
保
障
に
必
要
な
程

度
の
パ
ワ
ー
の
み
を
求
め
る
主
体
（sec

u
rity

se
e
k
er

）
と
し
て
仮
定
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
時
期
に
こ
の
学
派
の
牽
引
役
と
さ

れ
た
の
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
グ
レ
ー
ザ
ー
や
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ヴ
ァ
ン
=
エ
ヴ
ェ
ラ
と
い
っ
た
研
究
者
で
あ
る
。
ウ
ォ
ル
ツ
も
防
御

的
リ
ア
リ
ス
ト
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
二
次
的
な
扱
い
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
リ
ア
リ
ス
ト
間
の
論
争
が
、

国
際
政
治
の
理
論

と

対
外
政
策
の
理
論

の
双
方
の
範
囲
で
進
展
し
て
い
た
こ
と

に
も
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

国
際
政
治
の
理
論

と
は
、
国
際
情
勢
や
国
際
的
な
出
来
事
の
帰
結
を
、
国
際
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル

の
要
因
（
相
対
的
な
パ
ワ
ー
の
分
布
な
ど
）
か
ら
説
明
す
る
理
論
で
あ
り
、
ウ
ォ
ル
ツ
の
議
論
で
は
、
各
国
の
対
外
政
策
の
決
定
過
程

や
動
機
・
意
図
な
ど
を
分
析
す
る

対
外
政
策
の
理
論

と
厳
密
に
区
別
さ
れ
た

）
。
も
っ
と
も
、
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
や
防
御
的
リ

ア
リ
ズ
ム
の
範
疇
に

対
外
政
策
の
理
論

を
含
め
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
現
代
リ
ア
リ
ス
ト
の
間
で
も
見
解
が
分
か
れ
、

結
局
、
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
、
学
界
で
合
意
が
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
言
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う

）
。

こ
の
よ
う
に
概
念
規
定
に
曖
昧
さ
が
残
る
中
で
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
次
世
代
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
総
称
す
べ
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
名
称
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
結
果
的
に
学
界
に
定
着
し
た
の
は
、
一
九
九
八
年
に
ギ
デ
ィ
オ
ン
・
ロ
ー
ズ
が
提
唱
し
た
ネ

オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た

）
。
ロ
ー
ズ
は
ま
ず
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
を
明
示
的
に
国
際
シ
ス
テ
ム
要
因

と
国
内
要
因
を
一
体
化
し
た

対
外
政
策
の
理
論

で
あ
る
と
定
義
し
た
。
そ
し
て
、
各
国
の
対
外
政
策
は
国
際
シ
ス
テ
ム
の
制
約

に
大
き
く
規
定
さ
れ
る
が
、
シ
ス
テ
ム
の
制
約
は
国
内
の
媒
介
変
数
に
よ
っ
て
変
化
す
る
た
め
、
そ
の
影
響
は
直
接
的
で
は
な
く
複
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雑
で
あ
る
と
論
じ
た

）
。
そ
の
上
で
、
フ
ァ
リ
ー
ド
・
ザ
カ
リ
ア
、
ト
マ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ォ
ル
フ
ォ
ー
ス
、

シ
ュ
ウ
ェ
ラ
ー
の
四
人
の
研
究
を
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
研
究
と
し
て
分
類
し
た
の
で
あ
る

）
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ロ
ー
ズ
論
文
の
刊
行
後
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
名
が
す
ぐ
に
学
界
に
定
着
し
た
の
か
と
い

う
と
、
そ
う
で
は
な
い

）
。
一
九
九
〇
年
代
末
以
降
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
が
、
大
き
な
問
題
は
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
研
究
と
、
既
存
の
国
内
要
因
を
用
い
る

攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
や
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
研
究
と
を
区
別
す
る
基
準
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
、
現
代
リ
ア
リ
ズ

ム
の
諸
分
派
の
説
明
対
象
・
研
究
範
囲
が
整
理
さ
れ
、
研
究
者
の
間
に
あ
る
程
度
の
共
通
理
解
が
成
立
す
る
ま
で
に
は
、
さ
ら
に
五

年
以
上
の
時
間
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

㈡

二
一
世
紀
の
リ
ア
リ
ズ
ム
研
究

ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー
の

大
国
政
治
の
悲
劇

が
刊
行
さ
れ
た
二
〇
〇
一
年
頃
に
は

）
、
リ
ア
リ
ス
ト
間
の
論
争
の
構
図
や
主
要
な
争

点
は
、
学
界
で
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー
が
ウ
ォ
ル
ツ
の
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
を
防
御
的
リ

ア
リ
ズ
ム
の
代
表
格
と
位
置
付
け
た
こ
と
も
あ
り

）
、
以
後
の
研
究
で
は
こ
う
し
た
理
解
も
一
般
的
と
な
っ
た

）
。
そ
し
て
、
徐
々
に
で

は
あ
る
が
、
国
際
シ
ス
テ
ム
要
因
に
加
え
て
国
内
要
因
を
考
慮
す
る
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
の
研
究
を
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム

と
し
て
分
類
す
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
り
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
で
は
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
の
有
力
な
分
派
の
一
つ
と
み

な
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
以
外
の
リ
ア
リ
ズ
ム
研
究
に
は
、
近
年
ど
の
よ
う
な
進
展
が
見
ら
れ
た
の
か
。
次

の
議
論
に
移
る
前
に
、
こ
こ
で
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。
第
一
に
、
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究

で
あ
る
。
論
争
と
し
て
は
膠
着
状
態
に
陥
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
新
た
な
研
究
を
開
始
す
る
際
に
比
較
対
象
と
し
て
言
及
さ
れ
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る
こ
と
が
増
え
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
を
修
正
す
る
研
究
や
重
要
な
論
点
を
再
検
証
す
る
研
究
は
今
も
続
い
て
い
る
。
主
要
な
研

究
と
し
て
は
、
コ
リ
ン
・
エ
ル
マ
ン
に
よ
る
ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー
の
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
修
正
、
キ
ア
・
リ
ー
バ
ー
に
よ
る
攻
撃
・

防
御
理
論
（offe

n
se‐

d
efe

n
se

th
e
or
y

）
の
欠
陥
の
検
証
、
内
的
均
衡
化
（inter

n
al

b
ala

n
cin

g

）
と
し
て
の
軍
事
的
模
倣
（m

ili‑

tar
y
e
m
ulatio

n

）
に
着
目
し
た
ジ
ョ
ア
ン
・
レ
セ
ン
デ
=
サ
ン
ト
ス
に
よ
る
ウ
ォ
ル
ツ
の
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
改
良
な
ど
が
あ
る

）
。

第
二
に
、
古
典
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
復
権
で
あ
る
。
リ
ア
リ
ス
ト
間
の
論
争
の
中
で
も
古
典
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
視
点
は
再
評
価
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
近
年
、
政
治
思
想
と
し
て
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
伝
統
を
再
評
価
・
再
解
釈
す
る
研
究
が
非
常
に
盛
ん
に

な
っ
て
い
る
。
中
に
は
、
古
典
的
な
業
績
だ
け
で
は
な
く
、
ウ
ォ
ル
ツ
の
考
え
方
も
比
較
対
象
に
加
え
る
研
究
も
あ
る

）
。
研
究
の
視

座
や
リ
ア
リ
ズ
ム
に
対
す
る
姿
勢
は
様
々
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
ブ
レ
ン
ト
・
ス
テ
ィ
ー
ル
が

内
省
的
リ
ア
リ
ズ
ム
（refle

x‑

iv
e
realis

m

）

に
分
類
す
る
研
究
で
は
、
古
典
的
リ
ア
リ
ス
ト
が
パ
ワ
ー
と
慎
重
さ
の
重
要
性
を
強
調
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
パ

ワ
ー
の
行
使
を
抑
制
す
る
こ
と
や
倫
理
と
政
治
の
問
題
に
つ
い
て
内
省
的
に
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
再
評

価
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
思
索
か
ら
国
際
政
治
に
お
け
る
実
践
的
な
倫
理
観
を
導
き
出
す
こ
と
も
試
み
ら
れ
て
い
る

）
。

な
お
、
研
究
の
個
別
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
一
極
シ
ス
テ
ム
や
一
極
時
代
の
ア
メ
リ
カ
の
大
戦
略
に
大
き
な
関
心

が
寄
せ
ら
れ
た

）
。
ま
た
、
軍
事
同
盟
や
大
規
模
な
軍
備
拡
張
に
よ
る
ハ
ー
ド
な
均
衡
化
（hard

b
ala

n
cin

g

）
と
、
そ
れ
ら
を
伴
わ

な
い
ソ
フ
ト
な
均
衡
化
（soft

b
ala

n
cin

g

）
を
区
別
す
る
試
み
や
、
世
界
史
に
お
い
て
勢
力
均
衡
が
正
常
に
作
動
し
な
か
っ
た
事
例

に
関
す
る
研
究
も
進
展
し
た

）
。
こ
れ
ら
の
研
究
も
、
現
在
の
世
界
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
軍
事
的
均
衡
化
が
存
在
し
な
い
理

由
や
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
一
極
シ
ス
テ
ム
の
持
続
性
と
安
定
性
の
問
題
な
ど
、
北
米
の
理
論
家
の
時
事
・
政
策
上
の
関
心
と
の
関
連

が
深
い
。
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㈢

定
義
と
論
理
構
造

そ
れ
で
は
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
理
論
な
の
か
。
論

者
に
よ
っ
て
重
点
の
置
き
所
が
異
な
る
た
め
、
厳
密
に
定
義
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
現

在
の
学
界
に
お
け
る
共
通
理
解
は
、
お
お
む
ね
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ネ

オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
、
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
国
際
シ
ス
テ
ム
の
制
約
に
関
す
る
洞

察
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
、
対
外
政
策
の
実
施
を
制
約
す
る
複
雑
な
国
家
・
社
会
関
係
を
単
純

化
し
た
形
で
組
み
入
れ
た
理
論
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
状
態
（
相
対
的
な
パ

ワ
ー
の
分
布
な
ど
）
を
独
立
変
数
、
国
内
要
因
を
媒
介
変
数
、
対
外
政
策
の
決
定
や
戦
略
的
選
択

を
従
属
変
数
と
す
る
、
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
理
論
で
あ
る
。
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
や
防
御
的
リ
ア
リ

ズ
ム
と
同
様
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
単
一
の
理
論
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
論
の
集
合
体
で
あ
る

）
。

同
じ
よ
う
な
外
的
制
約
に
直
面
し
た
諸
国
家
（
あ
る
い
は
、
同
一
国
家
で
あ
っ
て
も
異
な
る
時
代
）

の
対
外
政
策
の
異
同
を
説
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
理
論
で
あ
り
、

ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ

ス
ト
の
仮
説
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
命
令
（im

p
erativ

e

）
に
対
す
る
、
特
定
の
国
家
の
外
交

的
・
経
済
的
・
軍
事
的
対
応
を
説
明
し
う
る
が
、
こ
う
し
た
対
応
の
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
で
の
帰
結

を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
理
解
さ
れ
る

）
。
つ
ま
り
、
ウ
ォ
ル
ツ
の
分
類
に
従
え
ば
、

対
外
政
策
の
理
論

で
あ
っ
て

国
際
政
治
の
理
論

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

）
。

単
な
る
内
政
理
論
と
の
違
い
は
、
明
示
的
に
せ
よ
暗
示
的
に
せ
よ
、
す
べ
て
の
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ

ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
研
究
が
、
国
際
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
考
察
を
分
析
の
出
発
点
と
し
て
い
る
点

図　ネオクラシカル・リアリズムの因果メカニズムの典型例

▼ ▼
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で
あ
る
。
異
な
る
文
脈
で
書
か
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
ア
ー
ロ
ン
・
フ
リ
ー
ド
バ
ー
グ
に
よ
る
、

構
造
的
な
考
察
は
、
分
析
の

結
末
と
い
う
よ
り
も
、
国
際
政
治
の
分
析
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
有
益
な
視
点
を
提
供
す
る
。
た
と
え
構
造
が
存
在
し
、
そ
れ
が
重

要
だ
と
認
め
る
と
し
て
も
、
政
治
家
が
ど
の
よ
う
に
国
内
の
反
対
勢
力
を
掌
握
す
る
か
と
い
う
問
題
が
残
っ
て
い
る

と
い
う
記
述

は
）、

ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
の
問
題
意
識
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
自
分
た
ち
の
議
論
が
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
と
矛
盾
す
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、

長
期
的
に
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
制
約
が
国
家
行
動
の
決
定
要
因
に
な
る
と
も
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
府
の
能
力
や
権

威
が
不
十
分
で
政
策
の
実
施
に
必
要
な
資
源
を
動
員
で
き
な
い
場
合
、
政
策
決
定
に
拒
否
権
を
持
つ
利
益
集
団
や
有
力
者
が
国
内
に

存
在
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
政
府
の
政
策
に
対
す
る
国
内
世
論
の
反
対
が
極
め
て
高
い
水
準
に
あ
る
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
国
際

シ
ス
テ
ム
の
制
約
に
国
家
が
対
応
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
を
、
彼
ら
は
理
論
の
射
程
に
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る

）
。

こ
う
し
た
状
況
を
説
明
す
る
際
、
ど
の
よ
う
な
国
内
要
因
を
変
数
と
し
て
採
用
す
る
か
は
個
々
の
研
究
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
シ
ュ
ウ
ェ
ラ
ー
の
過
小
均
衡
化
（un

d
erb

ala
n
cin

g

）
に
関
す
る
研
究
で
は
、
①
外
的
脅
威
や
戦
略
的
調
整
（
対
応
策
）

な
ど
に
関
す
る
エ
リ
ー
ト
の
合
意
、
②
政
府
や
政
治
体
制
の
脆
弱
性
の
程
度
、
③
社
会
の
結
束
度
、
④
エ
リ
ー
ト
の
結
束
度
、
と
い

う
四
つ
の
国
内
要
因
が
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
規
定
ど
お
り
の
均
衡
化
の
実
施
（
特
に
軍
備
拡
張
に
よ
る
内
的
な
均
衡
化
）
を
妨
げ
る
変

数
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る

）
。
ま
た
、
コ
リ
ン
・
デ
ュ
エ
ク
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
文
化
と
大
戦
略
の
変
遷
に
関
す
る
研
究
で
は
、

国
内
の
戦
略
文
化
が
大
戦
略
や
対
外
政
策
の
形
成
・
変
更
・
実
施
の
過
程
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
り
、
国
際
環
境
の
変

化
と
国
家
行
動
と
の
間
に
重
大
な
時
間
差
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
。

さ
ら
に
は
、
威
信
や
パ
ワ
ー
を
失
う
こ
と
へ
の
恐
れ
が
、
本
来
不
必
要
で
あ
る
は
ず
の
軍
事
的
介
入
へ
と
国
家
を
駆
り
立
て
る
と

い
う
議
論
も
存
在
す
る
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
タ
リ
ア
フ
ェ
ロ
は
、
心
理
学
の
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
理
論
を
援
用
し
た
リ
ス
ク
均
衡
理
論

（bala
n
ce

of
ris

k
th

e
or
y

）
を
提
示
し
た
上
で
、
大
国
の
周
辺
（perip

h
er
y

）
へ
の
介
入
行
動
は
、
利
得
の
た
め
で
は
な
く
、
損
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失
回
避
の
た
め
の
行
動
で
あ
る
と
説
明
し
た

）
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
一
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
対
テ
ロ
戦

争
を
開
始
し
中
近
東
へ
の
介
入
を
深
め
た
理
由
に
つ
い
て
も
、
安
全
保
障
上
の
差
し
迫
っ
た
脅
威
が
存
在
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
な

ら
ず
者
国
家
や
国
際
テ
ロ
組
織
に
よ
る
大
量
破
壊
兵
器
の
獲
得
と
使
用
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
と
い
う
動
機
が
強
か
っ
た
か
ら
だ
と
説

明
し
て
い
る

）
。

二

分
析
レ
ベ
ル
と
変
数
を
め
ぐ
る
諸
問
題

㈠

レ
グ
ロ
と
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
の
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
冷
戦
終
結
後
の
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
研
究
は
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
内
部
で
多
様
な
理
論
を
競
い
合
う
形
で

発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
現
代
リ
ア
リ
ス
ト
以
外
の
理
論
家
の
多
く
は
、
控
え
め
に
み
て
も
好
意

的
で
は
な
い
姿
勢
を
示
し
た
。
一
九
九
五
年
の
段
階
で
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ネ
ッ
ド
・
ル
ボ
ウ
が
、

リ
ア
リ
ズ
ム
の
諸
理
論
の
相
容

れ
な
い
予
測
が
、
リ
ア
リ
ズ
ム
を
反
証
す
る
こ
と
を
難
し
く
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
結
果
は
、
あ
る
種
の
リ
ア
リ
ズ
ム
理

論
と
は
一
致
し
う
る

と
論
じ
て
い
る
よ
う
に

）
、
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
を
批
判
す
る
論
者
は
、
リ
ア
リ
ス
ト
間
の
論
争
の
進
展
に
対
し

て
強
い
危
機
感
や
反
感
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
は
一
九
九
〇
年
代
末
に
は
ピ
ー
ク
に
達
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
二
つ
の
論
考
が
学
界
で
大

き
な
注
目
を
集
め
た
。
一
つ
は
、
科
学
哲
学
者
イ
ム
レ
・
ラ
カ
ト
シ
ュ
が
考
案
し
た

科
学
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
法
論

（M
eth

o
d
olo

g
y
of

S
cie

ntific
R
esearc

h
P
ro

g
ra

m
m
e:

M
S
R
P

）

の
評
価
基
準
を
用
い
て
、
リ
ア
リ
ズ
ム
を
後
退
的
研
究
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
と
批
判
し
た
ジ
ョ
ン
・
ヴ
ァ
ス
ケ
ス
の
論
文
で
あ
る

）
。

も
う
一
つ
は
、
国
内
政
治
や
認
識
な
ど
の
変
数
を
取
り
入
れ
る
現
代
リ
ア
リ
ス
ト
の
研
究
は
、
も
は
や
リ
ア
リ
ズ
ム
で
は
な
い
、
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と
い
う
議
論
を
展
開
し
た
レ
グ
ロ
と
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
の
論
文
で
あ
る

）
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
論
文
に
は
論
理
の
強
引
さ
や
先
行

研
究
の
理
解
な
ど
の
面
で
大
き
な
問
題
が
あ
る
が
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
と
競
合
学
派
の
国
内
要
因
論
と
の
相
違
を
考

察
す
る
上
で
格
好
の
材
料
と
な
る
た
め
、
以
下
で
は
少
し
紙
幅
を
割
い
て
、
こ
の
論
文
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す
る
リ
ア
リ
ス
ト
の
反

論
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

レ
グ
ロ
と
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
の
議
論
は
、
現
代
リ
ア
リ
ス
ト
が
、
伝
統
的
に
競
合
学
派
が
扱
っ
て
き
た
変
数
を
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、

ウ
ォ
ル
ツ
の
理
論
か
ら
逸
脱
す
る
現
象
を
説
明
す
る
こ
と
へ
の
批
判
か
ら
始
ま
る
。
彼
ら
は
、
多
く
の
現
代
リ
ア
リ
ス
ト
の
議
論
の

中
で
、
物
質
的
な
パ
ワ
ー
よ
り
も
、
国
家
の
選
好
、
信
条
、
国
際
制
度
と
い
っ
た
要
因
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
、
競
合
パ
ラ

ダ
イ
ム
の
仮
定
や
因
果
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
取
り
込
む
形
で
リ
ア
リ
ズ
ム
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る

）
。
そ
し
て
、
リ
ア

リ
ズ
ム
の
理
論
的
中
核
が
リ
ア
リ
ズ
ム
の
擁
護
者
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
た
上
で

）
、
現
在
の
方
向
と
は
逆
に
、

リ
ア
リ
ズ
ム
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
中
核
的
仮
定
（core

ass
u
m
ptio

n

）
に
基
づ
く
限
定
的
な
形
に
再
定
式
化
し
な
け
れ
ば
、
国
際
関
係

理
論
の
分
野
で
、
健
全
な
理
論
的
論
争
や
経
験
的
研
究
の
進
展
を
望
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
論
じ
て
い
る

）
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の

観
点
か
ら
考
え
る
と
、
中
核
的
仮
定
に
矛
盾
し
て
い
る
か
、
無
関
係
な
補
助
仮
定
（au

xiliar
y
ass

u
m
ptio

n

）
を
用
い
て
、
ネ
オ

リ
ア
リ
ズ
ム
で
は
説
明
で
き
な
い
事
象
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
理
論
の
正
確
性
や
信
頼
性
を
弱
め
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
一
貫

性
（co

h
ere

n
ce

）
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
他
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
の
区
別
を
難
し
く
す
る
の
で
、
弁
別
性
（distin

c‑

tiv
e
n
ess

）
と
い
う
面
で
も
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

）
。

そ
れ
で
は
、
レ
グ
ロ
と
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
の
い
う
リ
ア
リ
ズ
ム
の
中
核
的
仮
定
と
は
何
か
。
彼
ら
は
、
以
下
の
三
つ
を
示
し
て
い
る
。

第
一
に
、
リ
ア
リ
ズ
ム
が
想
定
す
る
ア
ク
タ
ー
は
、
ア
ナ
ー
キ
ー
の
下
で
、
合
理
的
か
つ
一
元
的
に
行
動
す
る
政
治
的
ユ
ニ
ッ
ト
で

あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
国
家
の
選
好
は
固
定
さ
れ
て
い
て
一
様
に
対
立
的
な
目
標
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
第
三
に
、
国
際
構

造
に
お
い
て
物
質
的
能
力
が
最
も
重
要
な
要
因
で
あ
る
こ
と
で
あ
る

）
。
ま
た
、
彼
ら
が
リ
ア
リ
ズ
ム
と
競
合
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
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て
提
示
し
て
い
る
の
は
、
①
国
際
制
度
、
規
範
、
情
報
の
役
割
を
強
調
す
る
制
度
主
義
者
パ
ラ
ダ
イ
ム
、
②
国
内
も
し
く
は
ト
ラ
ン

ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
国
家
社
会
関
係
に
基
づ
く
国
家
選
好
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
強
調
す
る
リ
ベ
ラ
ル
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
、
③
集
団
的
信

条
や
観
念
を
強
調
す
る
認
知
（episte

m
ic

）
パ
ラ
ダ
イ
ム
、
の
三
つ
で
あ
る

）
。

こ
の
批
判
の
中
で
と
り
わ
け
大
き
な
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
多
く
の
防
御
的
リ
ア
リ
ス
ト
と
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス

ト
の
議
論
に
は
、
レ
グ
ロ
と
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
が
示
す
リ
ア
リ
ズ
ム
の
中
核
的
仮
定
の
一
部
（
ア
ナ
ー
キ
ー
と
合
理
性
）
し
か
含
ま
れ

て
い
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
非
リ
ア
リ
ズ
ム
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
中
核
的
仮
定
と
一
致
し
て
い
る
の
に
、
リ
ア
リ
ズ
ム
を
称
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る

）
。
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
ス
ナ
イ
ダ
ー
の
研
究
は
、
通
常
、
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
分
類
さ
れ
る
。
し
か
し
、
レ
グ

ロ
と
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
こ
の
研
究
は
近
代
化
の
過
程
に
お
け
る
国
家
社
会
関
係
の
変
化
が
対
外
政
策
に
強
い
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
指
摘
す
る
古
典
的
リ
ベ
ラ
ル
の
分
析
で
あ
り
、
そ
の
中
核
的
仮
定
は
民
主
的
平
和
論
（de

m
ocratic

p
e
ace

）
と
同
じ
で

あ
る

）。
ま
た
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
も
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
中
核
的
仮
定
に
違
反
す
る
一
方
で
、
国
内
制
度
や
観
念
と
い

っ
た
非
リ
ア
リ
ズ
ム
要
因
を
借
り
て
く
る
こ
と
で
理
論
に
国
内
の
選
好
を
包
摂
し
て
い
る
た
め
、
も
は
や
リ
ア
リ
ズ
ム
で
は
な
い
と

さ
れ
て
い
る

）
。

こ
の
よ
う
に
、
レ
グ
ロ
と
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
概
念
が
無
節
操
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
上
で
、
パ
ラ
ダ

イ
ム
の
中
核
的
仮
定
と
理
論
の
名
称
を
一
致
さ
せ
る
べ
き
だ
と
、
こ
の
論
文
の
中
で
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ス
ナ
イ
ダ

ー
の
議
論
だ
け
で
は
な
く
、
ジ
ョ
セ
フ
・
グ
リ
エ
コ
の
相
対
利
得
論

）
、
ヴ
ァ
ン
=
エ
ヴ
ェ
ラ
の
戦
争
原
因
の
理
論

）
、
ザ
カ
リ
ア
や
シ

ュ
ウ
ェ
ラ
ー
の
国
家
拡
張
の
理
論
な
ど
も
、
リ
ベ
ラ
ル
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
一
部
と
み
な
す
べ
き
だ
と
論
じ
て
い
る

）
。
つ
ま
り
、
リ
ア

リ
ズ
ム
を
彼
ら
が
示
す
中
核
的
仮
定
に
基
づ
く
形
に
制
限
し
た
上
で
、
そ
こ
か
ら
外
れ
る
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
や
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ

ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
研
究
を
、
リ
ア
リ
ズ
ム
で
は
な
く
、
リ
ベ
ラ
ル
な
ど
の
競
合
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
分
類
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
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㈡

批
判
へ
の
反
論

以
上
の
よ
う
な
や
や
極
端
に
も
思
え
る
批
判
に
対
し
て
、
リ
ア
リ
ス
ト
の
側
か
ら
も
数
々
の
反
論
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
三

つ
の
点
に
絞
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
第
一
の
点
は
、
レ
グ
ロ
と
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
が
、

力
の
現
実
を
無
視
し
た
場
合
の
帰
結

と

い
う
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
重
要
な
視
点
を
正
確
に
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

国
家
は
相
対
的
パ
ワ
ー
の
変
動
を
認
識
し
て
対

応
す
る
べ
き
で
あ
り
、
指
導
者
が
力
の
現
実
を
無
視
し
た
時
に
は
悲
惨
な
結
末
に
な
る

と
い
う
基
本
認
識
は
、
シ
ュ
ウ
ェ
ラ
ー
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
リ
ア
リ
ス
ト
の
議
論
の
中
で
も
最
も
重
要
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る

）
。
つ
ま
り
、
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
れ
ば
、
力
の

現
実
に
反
す
る
非
リ
ア
リ
ズ
ム
的
行
動
を
と
る
こ
と
の
リ
ス
ク
を
重
く
受
け
止
め
、
構
造
的
制
約
か
ら
の
逸
脱
が
大
き
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
国
際
シ
ス
テ
ム
が
国
家
に
課
す
懲
罰
も
厳
し
く
な
る
と
考
え
る
が
、
リ
ベ
ラ
ル
や
構
成
主
義
者
は
、
通
常
、
国
際
シ
ス
テ

ム
が
国
家
に
対
し
て
深
刻
な
物
質
的
制
約
を
課
す
と
は
考
え
な
い
の
で
あ
る

）
。

第
二
の
点
は
、
彼
ら
が
提
示
す
る
研
究
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
定
義
と
分
類
に
問
題
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
タ
リ
ア
フ
ェ
ロ

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
古
典
的
リ
ア
リ
ズ
ム
は
合
理
性
を
中
核
的
仮
定
と
は
し
て
い
な
い
し

）
、
レ
グ
ロ
と
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
が
リ
ア
リ

ズ
ム
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
代
表
作
と
位
置
付
け
る
ウ
ォ
ル
ツ
の

国
際
政
治
の
理
論

に
お
い
て
も
、
ア
ク
タ
ー
（
国
家
）
の
合
理
性

は
仮
定
さ
れ
て
い
な
い

）
。
ま
た
、
シ
ュ
ウ
ェ
ラ
ー
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
レ
グ
ロ
と
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
の
定
義
に
従
う
と
、
ウ
ィ
ル

ソ
ン
大
統
領
の
集
団
安
全
保
障
構
想
や
国
際
統
合
論
な
ど
も
、
リ
ベ
ラ
ル
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
除
外
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う

）
。
さ
ら
に
は
、
レ
グ
ロ
と
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
に
よ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
定
義
と
分
類
は
、
学
界
に
お
い
て
一
般
的
で
あ
る
と
は
言

い
難
く
、
ウ
ォ
ル
フ
ォ
ー
ス
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
特
に
認
知
主
義
を
独
立
し
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
扱
う
こ
と
は
非
常
に
珍

し
い

）
。

第
三
の
点
は
、
彼
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
定
義
の
仕
方
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
必
要
以
上
に
リ
ア
リ
ズ
ム
を
矮
小
化
さ
せ
よ
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う
と
す
る
姿
勢
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
国
益
追
求
の
た
め
に
他
国
に
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
や
、
パ
ワ
ー
や
利
益
を

重
視
す
る
こ
と
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
様
々
な
学
派
が
扱
う
べ
き
テ
ー
マ
だ
と
論
じ
る
一
方
で

）
、
古
典
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
研
究

や
思
想
的
伝
統
を
無
視
し
て
、
リ
ア
リ
ス
ト
は
観
念
や
国
内
政
治
を
扱
う
べ
き
で
な
い
（
扱
え
ば
リ
ア
リ
ス
ト
で
は
な
く
な
る
）
と
主

張
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
パ
ワ
ー
や
利
益
の
問
題
は
リ
ア
リ
ス
ト
だ
け
が
扱
う
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
と
同

様
に
、
観
念
や
国
内
政
治
の
問
題
も
特
定
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
属
す
る
理
論
の
み
が
扱
う
テ
ー
マ
で
は
な
い
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ

ろ
う

）。
レ
グ
ロ
と
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
は
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

誌
上
で
の
再
反
論
の
場
に
お
い
て
も
、

近
年
の
リ

ア
リ
ズ
ム
理
論
の
発
展
と
、
マ
イ
ケ
ル
・
ド
イ
ル
や
ブ
ル
ー
ス
・
ラ
セ
ッ
ト
の
リ
ベ
ラ
ル
研
究
、
ロ
バ
ー
ト
・
コ
ヘ
イ
ン
や
リ
サ
・

マ
ー
テ
ィ
ン
の
制
度
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
、
イ
ア
ン
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
や
ピ
ー
タ
ー
・
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ス
タ
イ
ン
の
認
知
分
析
を
区
別
す

る
も
の
は
何
も
な
い

と
同
じ
主
張
を
繰
り
返
し
て
い
る

）
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
よ
う
に
分
析
レ
ベ
ル
や
変
数
の
項
目
の
み
か

ら
研
究
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
定
義
す
る
こ
と
は
、
過
去
の
蓄
積
を
無
視
し
た
乱
暴
な
議
論
だ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
理
論

の
構
築
方
法
は
世
界
観
や
思
想
の
違
い
に
よ
っ
て
も
変
化
す
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
変
数
を
扱
っ
て
い
て
も
理
論
の
中
で
与
え
ら
れ

る
意
義
や
役
割
は
一
様
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
レ
グ
ロ
と
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
が
主
張
す
る
ほ
ど
に
は
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
諸

理
論
を
区
別
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
は
思
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
民
主
的
平
和
論
者
で
あ
れ
ば
、
相
対
的
な
国
力
の
格
差
に
関
係
な

く
、
民
主
主
義
国
家
同
士
が
戦
争
す
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
考
え
る
が
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
は
そ
う
は
考
え
な

い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
典
型
的
な
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
主
主
義
国
が
ア
メ
リ
カ
の
優
越
に
対
し
て
軍
事
的
均

衡
化
を
試
み
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
想
定
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
こ
う
し
た
シ

ナ
リ
オ
の
こ
と
も
仮
想
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

）
。
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
国
内
要
因
（
変
数
）
は
、
リ
ア
リ
ズ
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ム
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
パ
ワ
ー
の
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
際
政
治
の
性
質
を
悲
観
的
に
と
ら

え
、
国
家
間
の
力
関
係
の
重
要
性
を
強
調
す
る
伝
統
的
な
世
界
観
に
も
反
し
な
い
形
で
理
論
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る

）
。

現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
の
研
究
の
拡
大
が
国
際
関
係
理
論
の
健
全
な
発
展
を
妨
げ
か
ね
な
い
と
す
る
、
レ
グ
ロ
と
モ
ラ
ヴ
チ
ッ
ク
の
主

張
を
支
持
す
る
研
究
者
は
、
現
在
で
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
本
当
に
理
論
研
究
と
事
例
研
究
の
健
全
な
発
展
を
考
え
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
彼
ら
の
よ
う
な
ト
リ
ッ
キ
ー
な
方
法
で
批
判
す
る
よ
り
も
、
理
論
の
因
果
論
理
を
精
査
し
た
り
、
事
例
研
究
の
精
度
を

検
証
し
た
り
、
同
じ
事
例
を
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
以
外
の
理
論
で
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
政
治
の
分
析
道
具
と
し
て
の
有
用

性
と
い
う
観
点
か
ら
反
論
す
る
こ
と
の
方
が
、
よ
ほ
ど
生
産
的
だ
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

三

歴
史
事
象
と
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム

こ
こ
ま
で
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
理
論
的
な
特
徴
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
が
、
次
に
こ
の
学
派
の
も
う
一
つ
の

大
き
な
特
徴
で
あ
る
事
例
研
究
に
つ
い
て
少
し
検
討
し
た
い
。
こ
こ
十
数
年
の
間
に
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
に
よ
っ
て

刊
行
さ
れ
た
研
究
書
を
並
べ
る
と
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
事
例
研
究
の
重
視
、
特
に
重
要
な
歴
史
事
象
の
中
か
ら
事
例
を
選
択
し
新

し
い
解
釈
の
提
示
を
試
み
る
こ
と
は
、
こ
の
学
派
の
研
究
の
顕
著
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る

）
。
と
は
い
え
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
は
歴
史
家
と
同
じ
よ
う
に
歴
史
事
象
を
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
る
に
足
ら
な
い
事
実
を
大

量
に
集
め
る
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
こ
と
や

）
、
集
め
た
事
実
や
情
報
を
何
ら
か
の
形
で
整
理
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
く
点
で
は

一
致
し
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
、
問
題
意
識
の
育
て
方
、
研
究
の
目
的
、
説
明
も
し
く
は
叙
述
の
方
法
、
一
般
化
へ
の
関
心
な
ど
、

多
く
の
点
で
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
と
歴
史
家
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
異
な
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
う
し
た
相
違
を
踏
ま

え
た
上
で
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
を
用
い
て
歴
史
事
象
を
分
析
す
る
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
、
こ
の
学
派
の
諸
理
論
を
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用
い
る
と
、
何
が
で
き
て
何
が
で
き
な
い
の
か
を
検
討
し
た
い
。

一
般
的
に
、
歴
史
家
は
過
去
の
事
象
の
過
程
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
事
象
に
関
係
す
る
主
要
な
指
導
者
の
思
考
過
程
を
た
ど

る
こ
と
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
途
方
も
な
い
困
難
に
直
面
し
た
政
治
指
導
者
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
問
題
で
苦
悩
し
、

ど
の
よ
う
な
方
策
を
編
み
出
し
て
難
局
を
打
開
し
た
の
か
を
、
綿
密
な
資
料
調
査
を
通
じ
て
再
構
成
し
て
い
く
こ
と
は
知
的
刺
激
に

満
ち
た
作
業
で
あ
る
が
、
歴
史
家
が
好
む
の
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
仕
事
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ネ
オ
ク
ラ
シ

カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
個
々
の
指
導
者
の
思
考
過
程
を
細
や
か
に
た
ど
る
こ
と
よ
り
も
、
指
導
者
の
戦
略
的
選
択
に
影
響
を
与
え

る
国
際
環
境
、
国
内
要
因
、
指
導
者
の
心
理
的
バ
イ
ア
ス
な
ど
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
中
か
ら
因
果
関
係
を
抽
出
し
、
体
系
化
す
る

こ
と
に
強
い
意
欲
を
持
つ
こ
と
が
多
い
。

ま
た
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
事
例
研
究
で
は
、
独
立
変
数
（
国
際
シ
ス
テ
ム
）
か
ら
媒
介
変
数
（
国
内
要
因
）
を
経

て
、
従
属
変
数
（
戦
略
的
選
択
）
に
至
る
一
方
向
の
流
れ
か
ら
歴
史
事
象
が
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
多
く
の
歴
史
家
は
、
ジ

ョ
ン
・
ギ
ャ
デ
ィ
ス
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
物
事
を
独
立
変
数
や
従
属
変
数
に
換
算
し
て
考
え
て
お
ら
ず
、
変
数
間

の
相
互
依
存
を
前
提
に
議
論
を
進
め
る
傾
向
が
強
い

）
。
こ
の
よ
う
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
た
め
、
歴
史
家
の
中
に
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ

ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
の
研
究
方
法
を
乱
暴
だ
と
感
じ
る
論
者
も
少
な
く
な
い
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
は
い
え
、
歴
史
家
に
と
っ
て
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
理
論
が
無
用
の
長
物
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な

い
。
マ
ー
ク
・
ト
ラ
ク
テ
ン
バ
ー
グ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
優
れ
た
理
論
研
究
に
は
、
国
際
政
治
の
基
本
問
題
の
精
髄
が
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
歴
史
家
が
特
定
の
問
題
に
取
り
組
む
際
に
、
重
要
な
手
引
き
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
理

論
は
歴
史
の
実
証
研
究
の
代
わ
り
に
は
な
ら
な
い
が
、
核
時
代
の
国
際
政
治
の
研
究
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
ト
マ
ス
・
シ
ェ
リ
ン

グ
や
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ブ
ロ
デ
ィ
の
理
論
研
究
が
有
用
で
あ
る
よ
う
に
、
研
究
者
が
ど
の
よ
う
な

問
い

に
焦
点
を
当
て
る
べ
き
か

を
考
え
る
際
に
理
論
が
役
立
つ
こ
と
は
多
い

）
。
あ
る
い
は
、
研
究
の
途
中
で
、
理
論
家
の
主
張
に
誤
り
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
る
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こ
と
も
当
然
考
え
ら
れ
る
が
、
ト
ラ
ク
テ
ン
バ
ー
グ
も
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
結
論
に
至
っ
た
思
考
の
過
程
自
体
が
、
歴
史
家

の
研
究
に
と
っ
て
有
益
な
視
点
を
提
供
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る

）
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
歴
史
家
に
と
っ
て
も
、
ネ
オ

ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
を
用
い
て
歴
史
事
象
を
俯
瞰
す
る
こ
と
の
意
義
は
決
し
て
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
の
事
例
研
究
は
、
歴
史
事
象
の
ど
の
よ
う
な
側
面
を
説
明
す
る
の
に
適
し
て
い
る

の
か
。
こ
こ
で
は
簡
潔
に
で
は
あ
る
が
、
二
十
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
戦
略
の
転
換
を
例
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
米
独
の
台

頭
な
ど
の
国
際
環
境
の
変
化
を
受
け
て
、
十
九
世
紀
以
来
の
孤
立
主
義
路
線
か
ら
の
展
開
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
が
、
英
独

同
盟
の
模
索
や
日
英
同
盟
の
締
結
を
経
て
、
フ
ラ
ン
ス
や
ロ
シ
ア
と
の
協
商
関
係
を
構
築
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
戦
略
転
換
の
経
緯
に
つ
い
て
、
歴
史
家
ジ
ョ
ン
・
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
は
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

実
際
に
は
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
な
ど
な
か
っ
た
。
ラ
ン
ズ
ダ
ウ
ン
外
相
は

新
航
路
（ne

w
co

u
rse

）

を
打
ち
出
し
て
い
た
が
、
彼
の

政
策
の
最
終
的
な
帰
結
が
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
明
確
な
考
え
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
の
大
き
な
変
化
は
、
単
一
で
は

な
く
、
多
数
の
小
さ
な
決
定
の
帰
結
で
あ
っ
た）

一
方
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
理
論
を
用
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
構
造
的
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
当

時
の
イ
ギ
リ
ス
に
ど
の
程
度
の
選
択
の
幅
が
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
と
こ
ろ
か
ら
分
析
が
始
ま
る
。
た
と
え
ば
、
戦
争
相
関
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
国
力
複
合
指
標
（co

m
p
osite

in
d
e
x
of

n
atio

n
al

ca
p
a
bilities

）
を
用
い
て
諸
大
国
の
国
力
を
数
値
と
し
て
示
し
、

当
時
の
国
際
シ
ス
テ
ム
の
極
構
造
や
、
相
対
的
地
位
が
低
下
し
て
い
た
と
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
と
他
の
大
国
と
の
具
体
的
な
格
差
を
把

握
す
る
こ
と
も
で
き
る
し

）
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
元
に
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
望
ま
し
い
同
盟
行
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
も
で
き
る
（
た
と
え
ば
、
三
国
同
盟
に
加
入
す
る
形
で
、
ド
イ
ツ
と
同
盟
す
る
こ
と
の
是
非
な
ど
）。
次
に
、
こ
う
し
た
国
際
シ
ス
テ
ム
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の
状
況
の
中
で
特
定
の
戦
略
的
選
択
が
な
さ
れ
た
理
由
を
、
国
内
要
因
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
例
の
場
合
、
政
府

内
の
権
力
構
造
や
、
ボ
ー
ア
戦
争
に
よ
る
国
内
の
疲
弊
状
況
（
政
府
の
資
源
動
員
能
力
と
の
関
連
）
な
ど
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ロ
ベ
ル
の
よ
う
に
、
英
国
内
の
自
由
貿
易
論
者
と
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
権
力
闘

争
に
着
目
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
た
台
頭
す
る
競
合
国
の
通
商
戦
略
と
の
対
応
関
係
の
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
戦

略
の
変
化
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
も
で
き
る

）
。

一
部
の
歴
史
家
に
と
っ
て
は
、
便
宜
的
に
想
定
さ
れ
る
国
際
シ
ス
テ
ム
の
構
造
が

見
え
ざ
る
手

と
し
て
指
導
者
の
決
定
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
国
家
行
動
に
も
作
用
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
受
け
入
れ
難
い
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
外
交
資
料
を
検
証

し
て
み
る
と
、
当
時
の
指
導
者
が
、
現
代
リ
ア
リ
ス
ト
が
想
定
す
る
国
際
シ
ス
テ
ム
の
構
造
と
は
全
く
異
な
る
国
際
情
勢
認
識
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
結
果
が
出
る
こ
と
は
、
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
の

議
論
で
は
、
当
事
者
の
認
識
と
は
関
係
な
く
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
構
造
的
制
約
は
諸
国
家
（
と
そ
の
国
内
）
に
作
用
す
る
と
想
定
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ラ
ン
ズ
ダ
ウ
ン
や
そ
の
他
の
指
導
者
が
、
明
確
な
政
策
構
想
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、

国
際
シ
ス
テ
ム
の
制
約
が
イ
ギ
リ
ス
外
交
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
制
約
の
中
で
（
あ
る
い

は
そ
の
制
約
に
反
し
て
）、
特
定
の
政
策
が
選
択
さ
れ
た
理
由
を
国
内
の
諸
要
因
か
ら
説
明
す
る
の
が
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ

ズ
ム
の
事
例
研
究
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
研
究
の
目
的
が
、
指
導
者
の
思
考
過
程
を
再
現
す
る
こ
と
や
政
策
決
定
過
程
に
関
す
る
新
事
実
を
解
明
す
る
こ
と

に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
理
論
だ
け
で
は
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
歴

史
的
事
実
は
、
各
種
の
調
査
を
通
じ
て
実
証
的
に
解
明
す
る
ほ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
理
論
を
用
い
て
推
論
す
る
こ
と

や
、
新
し
い
解
釈
を
示
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
し
、
一
次
資
料
調
査
を
実
施
す
る
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
の
研
究
も
近
年

で
は
珍
し
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
事
例
研
究
の
主
目
的
は
、
理
論
の
検
証
に
加
え
て
、
理
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論
枠
組
を
用
い
て
有
意
な
推
論
や
解
釈
を
提
示
し
た
り
、

問
い

を
発
見
し
た
り
、
複
雑
な
現
実
を
単
純
化
し
て
大
局
的
に
理
解

す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
り
、
一
次
資
料
か
ら
史
実
を
再
構
成
す
る
こ
と
に
は
な
い
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ビ
ス
は
、

政
治
学
に
お
け
る
成
功
し
た
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
な
機
能
は
、
答
を
提
供
す
る
こ
と

よ
り
も
、
有
益
な
問
い
を
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る

）
。
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
諸
理
論
に
よ
っ
て
、
国

際
環
境
と
各
国
の
政
治
状
況
の
大
局
的
な
構
図
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
上
、
重
要
な

問
い

の
発
見
や
歴
史
研

究
の
通
説
と
は
異
な
る

新
解
釈

の
提
示
に
も
役
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
新
事
実
を
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
国

際
政
治
の
分
析
道
具
と
し
て
の
役
割
は
十
分
に
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

お
わ
り
に

ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
名
称
が
提
示
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
十
年
以
上
が
経
過
し
、
こ
の
学
派
の
研
究
も
そ
ろ

そ
ろ
成
熟
期
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・

リ
ア
リ
ス
ト
も
認
識
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
社
会
科
学
の
世
界
で
は
、
理
論
の
予
測
（
説
明
）
の
有
効
期
限
の
長
さ
（ti

m
e
h
ori‑

zo
n

）
と
い
う
問
題
が
昔
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
に
と
っ
て
も
頭
を
悩
ま
す
問
題
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
事
例
研
究
に
関
連
し
て
、
分
析
者
が
観
察
対
象
と
な
る
事
象
の
結
末
を
知
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
研
究
の
中
で
、
そ

の
事
象
が
起
こ
る
蓋
然
性
を
高
く
見
積
も
り
す
ぎ
て
し
ま
う
（
偶
然
性
と
い
う
要
素
が
軽
視
さ
れ
て
し
ま
う
）
傾
向
が
強
い
と
い
う
問

題
も
、
研
究
を
進
め
る
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
各
国
の
指
導
者
や
利
益
集
団
を
、
実
際
以
上
に
明
確
な
目

的
を
持
つ
ア
ク
タ
ー
と
し
て
扱
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
分
析
が
予
定
調
和
的
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
、
歴
史
学
に
も
共
通
す
る
問

題
と
し
て
学
界
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
。
こ
れ
ら
は
、
ほ
ん
の
一
例
で
し
か
な
い
が
、
こ
う
し
た
学
界
で
の
重
要
課
題
に
対
し
て
、
ネ

ネオクラシカル・リアリズムの対外政策理論

409



オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
の
研
究
が
率
先
し
て
解
決
策
を
示
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
現
状
で
は
そ
う
と
は
い

え
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
話
を
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
理
論
的
な
発
展
に
絞
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
学
派
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
非
常
に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
二
つ
の
課
題
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
本
稿
を
結
ぶ
こ
と

に
し
た
い
。

第
一
の
課
題
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
多
く
の
ネ
オ
ク

ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
実
質
的
に
、
ウ
ォ
ル
ツ
の
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
国
際
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
分
析
枠
組
を
ほ
ぼ
無
批
判

の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ウ
ォ
ル
ツ
の
理
論
が
示
す
均
衡
化
と
勢
力
均
衡
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
理
論
と
実
証
の

両
面
で
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り

）
、
し
か
も
、
ウ
ォ
ル
ツ
と
そ
の
支
持
者
が
必
ず
し
も
説
得
力
の
あ
る
反
論
を

展
開
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
仮
に
ウ
ォ
ル
ツ
の
国
際
シ
ス
テ
ム
の
理
論
が
決
定
的
に
間
違
っ
て
い
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
を
利
用
す
る
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
の
議
論
の
信
頼
性
も
大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ミ
ア
シ
ャ
イ

マ
ー
は
、
地
理
的
要
因
の
導
入
に
踏
み
切
る
こ
と
で
、
ウ
ォ
ル
ツ
の
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
一
線
を
画
し
た
理
論
を
提
示
し
て
い
る

が
）、

ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
も
、
国
際
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
積
極
的
に
独
自
の
研
究
を
推
進
す
る
べ
き
で
あ
る
。

第
二
の
課
題
は
、
国
家
利
益
の
区
別
や
変
化
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
具
体
的
な
問
題
は
、
理
論
の
中

に
少
な
く
と
も
現
状
維
持
と
現
状
打
破
の
二
種
類
の
国
家
利
益
を
想
定
す
る
こ
と
や
、
国
家
利
益
の
形
成
と
変
化
と
い
う
観
点
を
理

論
に
含
め
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
家
利
益
の
問
題
が
、
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
範
疇
に
入
る

と
い
う
こ
と
は
、
現
代
リ
ア
リ
ス
ト
の
間
で
も
認
識
さ
れ
て
い
る
が

）
、
現
状
で
は
実
際
に
こ
の
問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
研
究
者

は
非
常
に
少
な
い

）
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
複
数
の
国
家
利
益
を
想
定
す
る
こ
と
で
理
論
の
簡
潔
性
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
や
、
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
国
際
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
枠
組
を
直
接
的
に
利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
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ナ
ポ
レ
オ
ン
期
の
フ
ラ
ン
ス
や
ヒ
ト
ラ
ー
率
い
る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
例
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
現
状
打
破
を
企
図
す
る
大
国
と
そ

れ
を
防
ぎ
現
状
維
持
を
は
か
る
大
国
の
対
立
が
、
国
際
政
治
の
趨
勢
を
大
き
く
変
動
さ
せ
る
こ
と
は
歴
史
上
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

国
家
利
益
の
区
別
と
変
化
と
い
う
問
題
は
、
戦
争
と
平
和
の
問
題
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
り
、
古
典
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
ネ
オ
ク

ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
視
点
を
よ
り
緊
密
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
意
味
で
も
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
い
え

よ
う

）
。

（
1
）

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
九
年
に
も

国
際
理
論
（

）

誌
が
創
刊
さ
れ
た
。
ま
た
、
北
米
の
国
際
研
究
学
会

（IS
A

）
は
、
こ
の
十
年
で
三
つ
の
新
雑
誌
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
現
在
、

I
S
Aは
五
種
類
の
学
会
誌
を
有
し
、
さ
ら
に
は

国
際
相

互
作
用
（

）

誌
の
共
同
発
行
元
に
も
な
っ
て
い
る
。

（
2
）

現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
以
下
も
参
照
。
赤
木
完
爾
・
今
野
茂
充

冷
戦
後
の
国
際
関
係
理
論
（
二
）

法
学

研
究

第
七
三
巻
第
一
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）
二
五
│
五
一
頁
。
今
野
茂
充

リ
ア
リ
ズ
ム
の
十
年

法
学
政
治
学
論
究

第

五
三
号
（
二
〇
〇
二
年
六
月
）
三
五
九
│
三
九
〇
頁
。Jeffre

y
W.

T
aliaferro,

“
S
ec

u
rity

S
e
e
kin

g
U
n
d
er

A
n
arc

h
y:

D
e‑

fe
n
siv

e
R
e
alis

m
R
e
visite

d,
”

,
V
ol.

25,
N
o.
3
(

W
inter20

0
0/0

1),
p
p.
1
2
8
‐
16
1;

C
h
arles

L.
G
laser,

“
T
h
e
N
ecessar

y
a
n
d
N
atu

ral
E
v
olutio

n
of

Str
u
ctu

ral
R
ealis

m,
”

in
Jo

h
n
A.

V
asq

u
ez

a
n
d
C
olin

El
m
a
n,

e
ds.,

(
U
p
p
er

S
a
d
dle

R
iv
er:

P
re

ntice
H
all,2

0
0
3),

p
p.
26
6
‐2
79;

R
a
n
d
all

L.
S
c
h
w
eller,

“
P
ro

g
ressiv

e
n
ess

of
N
e
oclassical

R
e
alis

m,
”

in
C
olin

El
m
a
n
a
n
d

M
iria

m
F
e
n
diu

s
El‑

m
a
n,

e
ds.,

(
C
a
m
brid

g
e:

M
I
T

P
ress,

20
03),

p
p.

31
1‐
3
4
7.

（
3
）

一
例
と
し
て
以
下
を
参
照
。N

orrin
M.

R
ips

m
a
n,

(
U
niv

ersity
P
ar
k:

P
e
n
n
s
ylv

a
nia

State
U
niv

ersity
P
ress,

2
0
0
2);

Je
n
nifer

Ster‑
lin

g‐
F
olk

er,

(
A
lb
a
n
y:

State
U
niv

ersity
of

N
e
w

Y
or

k
P
ress,

2
0
02);

Ste
v
e
n
E.
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L
o
b
ell,

(
A
n
n

A
rb

or:
U
niv

ersity
of

M
ic
hig

a
n
P
ress,

2
00
3);

Jeffre
y

W.
T
aliaferro,

(
Ith

a‑
ca:

C
or
n
ell

U
niv

ersity
P
ress,

20
0
4);

R
a
n
d
all

L.
S
c
h
w
eller,

‑

(
P
rin

ceto
n:

P
rin

ceto
n

U
niv

ersity
P
ress,

2
0
0
6);

C
h
risto

p
h
er

L
a
y
n
e,

(
Ith

aca:
C
or
n
ell

U
niv

ersity
P
ress,

2
0
06);

C
olin

D
u
ec

k,
‑

(
P
rin

ceto
n:

P
rin

ceto
n
U
niv

ersity
P
ress,

20
06);

Jaso
n

W.
D
a
vidso

n,
(

N
e
w

Y
or

k:
P
alg

ra
v
e

M
ac

m
illa

n,

20
06).

（
4
）

国
際
関
係
理
論
に
お
け
る
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
、
多
く
の
場
合
、
社
会
科
学
の
方
法
論
に
準
拠
し
、
演
繹
的
に
構
築
さ
れ
た
リ
ア

リ
ズ
ム
理
論
の
こ
と
を
指
す
。
ウ
ォ
ル
ツ
の
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
、
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
、
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
は
も
と
よ
り
、
本
稿
の
主

題
で
あ
る
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
も
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。

（
5
）

ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
最
新
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
、
以
下
も
参
照
。Ste

v
e
n
E.

L
o
b
ell,

N
orrin

M.
R
ips‑

m
a
n,

a
n
d
Jeffre

y
W.

T
aliaferro,

e
ds.,

(
C
a
m
brid

g
e:

C
a
m‑

brid
g
e
U
niv

ersity
P
ress,

2
00
9).

（
6
）Jeffre

y
W.

L
e
g
ro

a
n
d
A
n
dre

w
M
ora

v
csik,

“
Is

A
n
y
b
o
d
y
Still

a
R
ealist?

”
,

V
ol.
2
4,

N
o.
2
(
F
all1

9
9
9),

p
p.
5
‐5
5.

（
7
）

歴
史
学
と
政
治
学
の
研
究
方
法
論
の
共
通
点
と
相
違
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。Colin

El
m
a
n
a
n
d

M
iria

m
F
e
n
diu

s
El‑

m
a
n,

e
ds.,

(
C
a
m‑

brid
g
e:

M
I
T
P
ress,

20
0
1);

A
le
x
a
n
d
er

L.
G
e
or
g
e
a
n
d
A
n
dre

w
B
e
n
n
ett,

(
C
a
m
brid

g
e:

M
I
T

P
ress,

2
0
0
5);

M
arc

T
rac

hte
n
b
er
g,

(
P
rin

ceto
n:

P
rin

ceto
n
U
niv

ersity
P
ress,

20
0
6);

G
ar
y
G
o
ertz

a
n
d
Jac

k
S.

L
e
v
y,

e
ds.,

(
L
o
n
d
o
n:

R
o
utle

d
g
e,
20
07).

（
8
）Jac

k
S
n
y
d
er,

(
Ith

aca:
C
or
n
ell

U
niv

ersity
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P
ress,

1
99
1),

p
p.
1
1
‐
12,

1
2

n36.

分
類
の
際
に
ス
ナ
イ
ダ
ー
が
参
照
し
た
文
献
は
以
下
の
通
り
。K

e
n
n
eth

N.
W
altz,

(
R
e
a
din

g,
M
ass.:

A
d
diso

n‐
W
esle

y,
1
97
9);

Ste
p
h
e
n

M.
W
alt,

(
Ith

aca:
C
or
n
ell

U
niv

ersity
P
ress,

1
9
8
7);

Jo
h
n
J.

M
e
ars

h
ei
m
er,

“
B
ac

k
to

th
e
F
utu

re:
In
sta

bility
in

E
u
ro

p
e
af‑

ter
th

e
C
old

W
ar,

”
,

V
ol.1

5,
N
o.
1
(
S
u
m
m
er1

9
90),

p
p.
5‐
56.

一
九
九
〇
年
代
中
盤
以
降
、
積
極

的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
名
称
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
、
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
名
称
が
定
着
し
た
。

（
9
）D

a
vid

B
ald

w
in,

e
d.,

(
N
e
w

Y
or

k:
C
olu

m
bia

U
niv

er‑
sity

P
ress,

1
9
93).

（
10
）R

ic
h
ard

R
osecra

n
ce

a
n
d
A
rth

u
r
A.

Stein,
e
ds.,

(
Ith

aca:
C
or
n
ell

U
ni‑

v
ersity

P
ress,

1
9
93).

国
内
要
因
論
の
簡
潔
で
優
れ
た
概
説
と
し
て
以
下
を
参
照
。M

atth
e
w

E
v
a
n
g
elista,

“
D
o
m
estic

Str
u
ctu

re
a
n
d
Inter

n
atio

n
al

C
h
a
n
g
e,
”

in
M
ic
h
a
el

W.
D
o
yle

a
n
d
G.

Jo
h
n
Ik

e
n
b
err

y,
e
ds.,

‑

(
B
o
uld

er:
W
estvie

w
P
ress,

19
9
7),

p
p.
2
02
‐
2
2
8.

（
11
）S

n
y
d
er,

,
p.
13.

（
12
）F

aree
d
Z
a
k
aria,

“
R
e
alis

m
a
n
d
D
o
m
estic

P
olitics:

A
R
e
vie

w
E
ssa

y,
”

,
V
ol.1

7,
N
o.
1

(
S
u
m
m
er1

99
2),

p
p.
1
77
‐
1
9
8,

at1
78.

ま
た
、
以
下
も
参
照
。Eth

a
n
B.

K
a
pstein,

“
Is

R
e
alis

m
D
e
a
d?

T
h
e
D
o
m
estic

S
o
u
rces

of
Inter

n
atio

n
al

P
olitics,

”
,

V
ol.49,

N
o.
4
(

A
utu

m
n1
9
9
5),

p
p.
7
51
‐77

4.

（
13
）R

a
n
d
all

L.
S
c
h
w
eller,

“
B
a
n
d
w
a
g
o
nin

g
for

P
rofit:

B
rin

gin
g
th

e
R
e
visio

nist
State

B
ac

k
In,

”

,
V
ol.

1
9,

N
o.
1
(
S
u
m
m
er1

9
9
4),

p
p.
7
2‐
1
07;

R
a
n
d
all

L.
S
c
h
w
eller,

“
N
e
ore

alis
m'
s
Statu

s‐
Q
u
o
Bias:

W
h
at

S
ec

u
rity

D
ile

m
m
a?
”

in
B
e
nja

m
in

F
ra

n
k
el,

e
d.,

(
L
o
n
d
o
n:

F
ra

n
k
C
ass,

19
96),

p
p.
9
0
‐
1
21.

（
14
）Jo

h
n
J.

M
e
ars

h
ei
m
er,

(
N
e
w

Y
or

k:
W.

W.
N
orto

n,
20
0
1),

p.
3
3.

（
15
）

.,
p.
2
1.

（
16
）

W
altz,

,
p.
1
2
1.

（
17
）

.,
p
p.
1
2
1‐
1
2
3.
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（
18
）

全
て
の
研
究
者
が
、
ウ
ォ
ル
ツ
が
定
式
化
し
た

国
際
政
治
の
理
論

と

対
外
政
策
の
理
論

と
い
う
区
別
を
有
益
と
み
な
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー
は
、
自
身
の
理
論
で
あ
れ
ば
国
際
政
治
の
帰
結
も
対
外
政
策
も
説
明
で
き
る
と
し

て
お
り
、

国
家
の
合
理
性
を
仮
定
し
て
理
論
構
築
し
て
い
る
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
国
際
政
治
の
理
論
と
対
外
政
策
の
理
論
を
区
別
す
る
必

要
が
な
い

と
論
じ
て
い
る
。Jo

h
n
J.

M
e
ars

h
ei
m
er,

“
R
ec

kless
States

a
n
d
R
e
alis

m,
”

,
V
ol.

23,
N
o.
2
(
J
u
n
e2
00
9),

p
p.
24
1
‐2
5
6,

at24
6.

ま
た
、
シ
ュ
ウ
ェ
ラ
ー
も
、
こ
の
区
別
の
必
要
性
に
関
す
る
ウ
ォ
ル
ツ
の
議
論
の
論

理
的
根
拠
は
脆
弱
で
あ
り
、
む
し
ろ
理
論
の
検
証
と
評
価
に
関
す
る
混
乱
の
主
要
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

S
c
h
w
eller,

“
T
h
e
P
ro

g
ressiv

e
n
ess

of
N
e
oclassical

R
e
alis

m,
”

p.
3
21.

（
19
）G

id
e
o
n
R
ose,

“
N
e
oclassical

R
e
alis

m
a
n
d
T
h
e
ories

of
F
oreig

n
P
olic

y,
”

,
V
ol.
51,

N
o.
1
(

O
c‑

to
b
er19

9
8),

p
p.
1
4
4
‐
17
2.

（
20
）

.,
1
4
6.

（
21
）

W
illia

m
C.

W
o
hlforth,

(
Ith

aca:
C
or
n
ell

U
ni‑

v
ersity

P
ress,

1
99
3);

T
h
o
m
as

J.
C
h
riste

n
se

n,

(
P
rin

ceto
n:

P
rin

ceto
n
U
niv

ersity
P
ress,

1
9
96);

R
a
n
d
all

L.
S
c
h
w
eller,

‑

(
N
e
w

Y
or

k:
C
olu

m
bia

U
niv

ersity
P
ress,

19
98);

F
are

e
d
Z
a
k
aria,

(
P
rin

ceto
n:

P
rin

ce‑
to
n
U
niv

ersity
P
ress,

19
9
8).

（
22
）

ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
が
何
を
意
味
す
る
の
か
不
明
瞭
だ
と
い
う
批
判
は
、
比
較
的
最
近
ま
で
存
在
し
た
。
た
と
え
ば
ハ

リ
ソ
ン
・
ワ
グ
ナ
ー
は
、
相
互
に
関
係
の
な
い
研
究
書
を
ひ
と
く
く
り
に
論
じ
る
た
め
に
ロ
ー
ズ
が
便
宜
的
に
提
示
し
た
名
称
で
し
か
な

い
と
、
否
定
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。R.

H
arriso

n
W
a
g
n
er,

(
A
n
n
A
rb

or:
U
niv

ersity
of

M
ic
hig

a
n
P
ress,

2
0
0
7),

p.
51.

（
23
）

M
ears

h
ei
m
er,

.

（
24
）

.,
p
p.
1
9
‐2
1.

（
25
）

ウ
ォ
ル
ツ
の
理
論
と
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
の
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
論
考
と
し
て
、
以
下
を
参
照
。
な
お
、
グ
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レ
ー
ザ
ー
は
、
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
は
構
造
的
リ
ア
リ
ズ
ム
（
シ
ス
テ
ム
理
論
）
で
あ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い

る
。Glaser,

“
T
h
e
N
ecessar

y
a
n
d
N
atu

ral
E
v
olutio

n
of

Str
u
ctu

ral
R
e
alis

m,
”

in
V
asq

u
ez

a
n
d
El

m
a
n,

e
ds.,

‑

,
p
p.
2
6
6
‐
27
9.

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
野

リ
ア
リ
ズ
ム
の
十
年

三
六
五
│
三
六
九
、
三

七
二
│
三
七
三
頁
も
参
照
。

（
26
）C

olin
El

m
a
n,
“

E
x
p
a
n
din

g
O
ffe

n
siv

e
R
e
alis

m:
T
h
e
L
o
uisia

n
a
P
u
rc
h
ase

a
n
d

A
m
erica'

s
R
ise

to
R
e
gio

n
al

H
e
g
e
m
o
n
y,
”

,
V
ol.
9
8,

N
o.
4
(

N
o
v
e
m
b
er2

0
0
4),

p
p.
5
63
‐
57
6;

K
eir

A.
Lie

b
er,

(
Ith

aca:
C
or
n
ell

U
niv

ersity
P
ress,

20
05);

Jo
a
o

R
ese

n
d
e‐

S
a
ntos,

(
C
a
m
brid

g
e:

C
a
m
brid

g
e

U
niv

ersity
P
ress,

20
07).

（
27
）C

a
m
p
b
ell

C
raig,

(
N
e
w

Y
or

k:
C
olu

m
bia

U
niv

ersity
P
ress,

2
00
3);

S
e
a
n

M
ollo

y,

(
N
e
w

Y
or

k:
P
alg

ra
v
e
M
ac

m
illa

n,
20
0
6).

（
28
）B

re
nt

J.
Ste

ele,
“

E
a
v
esdro

p
pin

g
o
n

H
o
n
ore

d
G
h
osts:

F
ro

m
Classical

to
R
efle

xiv
e
R
ealis

m,
”

,
V
ol.
1
0,

N
o.
3
(
S
e
pte

m
b
er2

0
0
7),

p
p.
27
2
‐
3
00.

ス
テ
ィ
ー
ル
は
、
以
下
の
三

冊
を

内
省
的
リ
ア
リ
ズ
ム

の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。A

nth
o
n
y
L
a
n
g,

‑

(
A
lb
a
n
y:

S
U
N
Y
P
ress,

2
0
02);

R
ic
h
ard

N
e
d
L
e
b
o
w,

(
C
a
m
brid

g
e:

C
a
m
brid

g
e
U
niv

ersity
P
ress,

2
0
03);

M
ic
h
a
el

W
illia

m
s,

(
C
a
m
brid

g
e:

C
a
m
brid

g
e
U
niv

ersity
P
ress,

20
0
5).

関
連
す
る
研
究
と
し
て
以
下
も
参
照
。

Io
a
n
nis

D.
E
vrig

e
nis,

(
C
a
m
brid

g
e:

C
a
m
brid

g
e

U
niv

ersity
P
ress,

2
00
8);

V
ib
e
k
e
S
c
h
o
u
T
jalv

e,

(
N
e
w

Y
or

k:
P
alg

ra
v
e
M
ac

m
illa

n,
20
0
8);

D
u
n
ca

n
B
ell,

e
d.,

(
O
xford:

O
xford

U
niv

ersity
P
ress,

2
00
9).

内
省
性
と

対
外
政
策
の
理
論

と
し
て
の
リ

ア
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、Sa

m
u
el

B
ar
kin,

“
R
e
alis

m,
P
re
dictio

n,
a
n
d
F
oreig

n
P
olic

y,
”

,
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V
ol.5,

Iss
u
e3
(
J
uly20

0
9),

p
p.
23
3
‐2
4
6,

at24
2
‐
2
4
5

で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
29
）

一
例
と
し
て
以
下
を
参
照
。G.

Jo
h
n
Ik

e
n
b
err

y,
e
d.,

(
Ith

aca:
C
or
n
ell

U
niv

ersity
P
ress,

2
00
2);

Ste
p
h
e
n

M.
W
alt,

(
N
e
w

Y
or

k:
W.

W.
N
orto

n,
2
0
0
5);

C
h
risto

p
h
er

L
a
y
n
e
a
n
d
B
ra
dle

y
A.

T
h
a
y
er,

(
N
e
w

Y
or

k:
R
o
utle

d
g
e,
20
0
7);

Ste
p
h
e
n

G.
B
ro
o
k
s
a
n
d

W
illia

m
C.

W
o
hlforth,

(
P
rin

ceto
n:

P
rin

ceto
n

U
niv

ersity
P
ress,

20
0
8);

R
o
b
ert

Jervis,
“

U
nip

olarity:
A

Str
u
ctu

ral
P
ersp

ectiv
e,
”

,
V
ol.

6
1,

N
o.
1
(
Ja

n
u
ar
y2
0
09),

p
p.

18
8‐
2
1
3.

（
30
）

ソ
フ
ト
な
均
衡
化
と
ハ
ー
ド
な
均
衡
化
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。R

o
b
ert

A.
P
a
p
e,
“

S
oft

B
ala

n
cin

g
a
g
ain

st

th
e
U
nite

d
State,

”
,

V
ol.3

0,
N
o.
1
(
S
u
m
m
er2

00
5),

p
p.
7
‐4
5;

T.
V.

P
a
ul,

“
S
oft

B
ala

n
cin

g

in
th

e
A
g
e
of

U.
S.

P
ri
m
ac

y,
”

,
V
ol.30,

N
o.
1
(
S
u
m
m
er2

0
0
5);

K
eir

A.
Lie

b
er

a
n
d
G
erard

A
le
x
a
n
d
er,

“
W
aitin

g
for

B
ala

n
cin

g:
W
h
y
th

e
W
orld

Is
N
ot

P
u
s
hin

g
B
ac

k,
”

,
V
ol.
30,

N
o.
1
(
S
u
m
m
er2

0
05),

p
p.
1
0
9
‐1
3
9.

ま
た
、
勢
力
均
衡
が
作
動
し
な
か
っ
た
世
界
史
上
の
事
例
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
以
下

を
参
照
。Victoria

T
in‐

b
or

H
ui,

(
C
a
m‑

brid
g
e:

C
a
m
brid

g
e
U
niv

ersity
P
ress,

20
0
5);

A
rth

u
r

M.
E
c
k
stein,

(
B
er
kle

y:
U
niv

ersity
of

C
alifor

nia
P
ress,

20
0
6);

Stu
art

J.
K
a
uf

m
a
n,

R
ic
h
ard

Little
a
n
d

W
illia

m
C.

W
o
hlforth,

e
ds.,

(
N
e
w

Y
or

k:
P
alg

ra
v
e

M
ac

m
illa

n,
2
007).

こ

れ
ら
の
研
究
で
は
、
勢
力
均
衡
的
な
発
想
の
存
在
が
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
揃
う
と
、
地
域
レ
ベ
ル
に
お

い
て
は
勢
力
均
衡
の
制
約
を
打
ち
破
っ
て
覇
権
を
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）Jeffre

y
W.

T
aliaferro,

Ste
v
e
n
E.

L
o
b
ell,

a
n
d

N
orrin

M.
R
ips

m
a
n,
“

Intro
d
u
ctio

n:
N
e
oclassical

R
ealis

m,
th

e
State,

a
n
d
F
oreig

n
P
olic

y,
”

in
L
o
b
ell,

R
ips

m
a
n,

a
n
d
T
aliaferro,

e
ds.,

,
p.
1
0.

（
32
）

.,
p.
2
1.

法学研究 83 巻 3 号（2010 : 3）

416



（
33
）

前
述
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
論
者
が

国
際
政
治
の
理
論

と

対
外
政
策
の
理
論

の
区
別
を
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
多
く
の
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト
は
こ
の
区
別
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

（
34
）A

aro
n
L.

F
rie

d
b
er
g,

(
P
rin

ce‑
to
n:

P
rin

ceto
n
U
niv

ersity
P
ress,

1
9
8
8),

p.
8.

（
35
）N

orrin
M.

R
ips

m
a
n,

Jeffre
y

W.
T
aliaferro,

a
n
d
Ste

v
e
n
E.

L
o
b
ell,

“
C
o
n
clu

sio
n:

T
h
e
State

of
N
e
oclassical

R
e
alis

m,
”

in
L
o
b
ell,

R
ips

m
a
n,

a
n
d
T
aliaferro,

e
ds.,

,
p.
2
81.

（
36
）S

c
h
w
eller,

,
p
p.
9
‐
1
3,

4
6
‐
68.

な
お
、
シ
ュ
ウ
ェ
ラ
ー
は
均
衡
化
を
、
①
適
切
な
均
衡
化
（ap

pro‑
priate

b
ala

n
cin

g
）、
②
過
剰
均
衡
化
（ov

er
b
ala

n
cin

g

）、
③
非
均
衡
化
（no

n
b
ala

n
cin

g

）、
④
過
小
均
衡
化
（un

d
er

b
al‑

a
n
cin

g

）
の
四
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
①
は
国
際
シ
ス
テ
ム
の
規
定
に
し
た
が
っ
た
通
常
の
均
衡
化
、
②
は
実
際
に
は

脅
威
で
は
な
い
相
手
国
を
警
戒
し
て
、
過
剰
な
軍
備
拡
張
を
実
施
す
る
こ
と
、
③
は
、
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
や
不
作
為
な
ど
の
均
衡
化
以
外
の

行
動
、
④
は
危
険
で
宥
和
不
可
能
な
侵
略
国
を
抑
止
す
る
た
め
に
均
衡
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
が
で
き
な
い
か
不
十
分
な
場
合

を
指
す
。

（
37
）D

u
ec

k,
.

（
38
）T

aliaferro,
.

（
39
）Jeffre

y
W.

T
aliaferro,

“
N
e
oclassical

R
e
alis

m:
T
h
e
P
s
y
c
h
olo

g
y
of

G
re
at

P
o
w
er

Interv
e
ntio

n,
”

in
Je

n‑
nifer

Sterlin
g‐

F
olk

er,
e
d.,

(
B
o
uld

er:
L
y
n
n
e
R
ie
n
n
er,

2
00
6),

p
p.

38
‐5
3,

at5
1.

（
40
）R

ic
h
ard

N
e
d

L
e
b
o
w,

“
T
h
e

L
o
n
g

P
e
ace,

th
e

E
n
d
of

th
e

C
old

W
ar,

a
n
d
th

e
F
ailu

re
of

R
ealis

m,
”

in

R
ic
h
ard

N
e
d
L
e
b
o
w

a
n
d

T
h
o
m
as

R
isse‐

K
a
p
p
e
n,

e
ds.,

(
N
e
w

Y
or

k:
C
olu

m
bia

U
niv

ersity
P
ress,

1
9
9
5),

p
p.
23
‐5
6,

at2
4.

（
41
）Jo

h
n

A.
V
asq

u
ez,

“
T
h
e
R
ealist

P
ara

dig
m
a
n
d
D
e
g
e
n
erativ

e
v
ers

u
s
P
ro

g
ressiv

e
R
ese

arc
h
P
ro

g
ra

m
s:

A
n

A
p
praisal

of
N
e
otra

ditio
n
al

R
esearc

h
o
n

W
altz'

s
B
ala

n
cin

g
P
ro

p
ositio

n,
”

,
V
ol.
91,

N
o.
4
(

D
ece

m
b
er19

9
7),

p
p.
91
3
‐
9
18.

ラ
カ
ト
シ
ュ
の

科
学
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
法
論

に
つ
い
て
は
、
以
下
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も
参
照
。Colin

El
m
a
n
a
n
d
M
iria

m
F
e
n
diu

s
El

m
a
n,
“

L
esso

n
s
fro

m
L
a
k
atos,

”
in

El
m
a
n
a
n
d
El

m
a
n,

e
ds.,

‑

,
p
p.
21
‐
6
8.

（
42
）L

e
g
ro

a
n
d
M
ora

v
csik,

“
Is

A
n
y
b
o
d
y
still

a
R
ealist?

”
（
43
）

.,
p
p.
6
‐
7.

（
44
）

.,
p.
6.

（
45
）

.,
p
p.
7
‐
11.

（
46
）

.,
p
p.
9
‐
10.

（
47
）

.,
p
p.
1
1
‐1
8.

（
48
）

.,
p
p.
1
0
‐1
1.

（
49
）

.,
p
p.
1
9
‐2
2.

（
50
）

.,
p.
2
4.

（
51
）

.,
p.
2
8.

（
52
）Jose

p
h

M.
G
rieco,

“
A
n
arc

h
y
a
n
d
th

e
Li

m
its

of
C
o
o
p
eratio

n:
A

R
e
alist

C
ritiq

u
e
of

th
e
N
e
w
est

Lib
eral

In‑
stitutio

n
alis

m,
”

in
B
ald

w
in,

e
d.,

,
p
p.
11
6‐
1
4
0.

（
53
）Ste

p
h
e
n
V
a
n
E
v
era,

(
Ith

aca:
C
or
n
ell

U
niv

ersity
P
ress,

19
9
9).

（
54
）L

e
g
ro

a
n
d
M
ora

v
csik,

“
Is

A
n
y
b
o
d
y
still

a
R
ealist?

”
p.
4
6.

（
55
）P

eter
D.

F
e
a
v
er,

G
u
nth

er
H
ell

m
a
n,

R
a
n
d
all

L.
S
c
h
w
eller,

Jeffre
y

W.
T
aliaferro,

W
illia

m
C.

W
o
hlforth,

J‑
effre

y
L
e
g
ro,

a
n
d
A
n
dre

w
M
ora

v
csik,

“
C
orresp

o
n
d
e
n
ce:

B
roth

er,
C
a
n
Y
o
u
S
p
are

a
P
ara

dig
m?
(

O
r
W
as

A
n
y‑

b
o
d
y
E
v
er

a
R
e
alist?)

”
,

V
ol.25,

N
o.
1
(
S
u
m
m
er2

00
0),

p
p.
1
6
5‐
19
3,

at1
7
4.

（
56
）B

ria
n
R
ath

b
u
n,
“

A
R
ose

b
y
A
n
y
O
th

er
N
a
m
e:

N
e
oclassical

R
e
alis

m
as

th
e
L
o
gical

a
n
d
N
ecessar

y
E
xte

n‑
sio

n
of

Str
u
ctu

ral
R
ealis

m,
”

,
V
ol.1

7,
N
o.
2
(

A
pril2

0
08),

p
p.
2
9
4‐
3
2
1,

at2
9
6

a
n
d30

7.

（
57
）F

ea
v
er,

H
ell

m
a
n,

S
c
h
w
eller,

T
aliaferro,

W
o
hlforth,

L
e
g
ro,

a
n
d
M
ora

v
csik,

“
C
orresp

o
n
d
e
n
ce,

”
p.
1
79.

（
58
）

W
altz,

,
p.
1
1
8.
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（
59
）F

ea
v
er,

H
ell

m
a
n,

S
c
h
w
eller,

T
aliaferro,

W
o
hlforth,

L
e
g
ro,

a
n
d
M
ora

v
csik,

“
C
orresp

o
n
d
e
n
ce,

”
p.
1
76.

（
60
）

.,
p.
1
83.

（
61
）L

e
g
ro

a
n
d
M
ora

v
csik,

“
Is

A
n
y
b
o
d
y
Still

a
R
ealist?

”
p.
2
1.

（
62
）R

ath
b
u
n,
“

A
R
ose

b
y
A
n
y
O
th

er
N
a
m
e,
”

p.
29
7.

（
63
）F

ea
v
er,

H
ell

m
a
n,

S
c
h
w
eller,

T
aliaferro,

W
o
hlforth,

L
e
g
ro,

a
n
d
M
ora

v
csik,

“
C
orresp

o
n
d
e
n
ce,

”
p.
1
85.

（
64
）R

ips
m
a
n,

T
aliaferro,

a
n
d
L
o
b
ell,

“
C
o
n
clu

sio
n,
”

in
L
o
b
ell,

R
ips

m
a
n,

a
n
d

T
aliaferro,

e
ds.,

,
p.
29
0.

（
65
）

古
典
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。Taliaferro,

L
o
b
ell,

a
n
d

R
ips

m
a
n,
“

Intro
d
u
ctio

n,
”

in
L
o
b
ell,

R
ips

m
a
n,

a
n
d
T
aliaferro,

e
ds.,

‑

,
p
p.
1
4‐
16,

1
9
‐
2
0.

（
66
）

注（
3
）を
参
照
。

（
67
）T

rac
hte

n
b
er
g,

,
p.
3
3.

（
68
）

ジ
ョ
ン
・

L・
ギ
ャ
デ
ィ
ス
（
浜
林
正
夫
・
柴
田
知
薫
子
訳
）

歴
史
の
風
景
│
│
歴
史
家
は
ど
の
よ
う
に
過
去
を
描
く
の
か

（
大

月
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
七
一
頁
。

（
69
）T

rac
hte

n
b
er
g,

,
p
p.
3
2,

3
7‐
38.

（
70
）

.,
p.
3
8.

（
71
）J.

A.
S.

G
re

n
ville,

(
L
o
n
d
o
n:

A
thlo

n
e

P
ress,

1
96
4),

p.
4
3
4.

（
72
）J.
D
a
vid

Sin
g
er,

Stu
art

B
re

m
er,

a
n
d
Jo

h
n
Stu

c
k
e
y.

“
C
a
p
a
bility

D
istrib

utio
n,

U
n
certainty,

a
n
d

M
ajor

P
o
w
er

W
ar,

1
82
0
‐1
96
5,"

in
B
r
u
ce

R
u
ssett,

e
d.,

(
B
e
v
erly

H
ills:

S
a
g
e,
1
9
72),

p
p.
1
9‐
48.

な
お
、
国
力
複
合
指
標
の
デ
ー
タ
は
、
戦
争
相
関
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

correlatesof
w
ar.

or
g/

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

国
家
の
物
質
的
能
力
（N

atio
n
al

M
aterial

C
a
p
a
bilities

）

デ
ー
タ
セ
ッ
ト
（
最
新
版
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
三
・

〇
二
）
に
含
ま
れ
て
い
る
。
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（
73
）L

o
b
ell,

.

（
74
）R

o
b
ert

Jervis,
“

R
ealis

m,
N
e
olib

eralis
m,

a
n
d
C
o
o
p
eratio

n:
U
n
d
ersta

n
din

g
th

e
D
e
b
ate,

”
in

El
m
a
n
a
n
d
El‑

m
a
n,

e
ds.,

,
p
p.
27
7
‐3
0
9,

at27
8.

（
75
）Cla

yto
n

R
o
b
erts,

(
U
niv

ersity
P
ar
k:

P
e
n
n
s
ylv

a
nia

State
U
niv

ersity

P
ress,

1
99
6),

c
h
a
p.
8;

P
a
ul

Pierso
n,

(
P
rin

ceto
n:

P
rin

ceto
n
U
niv

ersity
P
ress,

2
0
0
4).

（
76
）P

a
ul

W.
S
c
h
ro
e
d
er,

“
H
istorical

R
eality

vs.
N
e
o‐
re
alist

T
h
e
or
y,
”

,
V
ol.
19,

N
o.
1

(
S
u
m
m
er1

99
4),

p
p.
1
08
‐
1
4
8;

S
c
h
w
eller,

“
B
a
n
d
w
a
g
o
nin

g
for

P
rofit,

”
;

P
a
ul

W.
S
c
h
ro
e
d
er,

“
W
h
y

R
e
alis

m

D
o
es

N
ot

W
or

k
W
ell

for
Inter

n
atio

n
al

H
istor

y(
W
h
eth

er
or

N
ot

It
R
e
prese

nts
a
D
e
g
e
n
erate

I
R
R
ese

arc
h
Strat‑

e
g
y),
”

in
V
asq

u
ez

a
n
d
El

m
a
n,

e
ds.,

,
p
p.
1
14
‐
1
2
7;

K
a
uf

m
a
n,

Little,
a
n
d

W
o
hlforth,

e
ds.,

.

（
77
）

M
ears

h
ei
m
er,

.

（
78
）T

aliaferro,
L
o
b
ell,

a
n
d
R
ips

m
a
n,
“

Intro
d
u
ctio

n,
”

in
L
o
b
ell,

R
ips

m
a
n,

a
n
d
T
aliaferro,

e
ds.,

,
p.
31,

n8
4.

（
79
）

数
少
な
い
研
究
と
し
て
は
、
シ
ュ
ウ
ェ
ラ
ー
や
デ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
の
研
究
が
あ
る
。
現
状
維
持
国
家
と
現
状
打
破
国
家
の
対
峙
と
い
う

視
点
を
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
に
再
導
入
す
る
契
機
を
作
っ
た
点
で
、
シ
ュ
ウ
ェ
ラ
ー
の
研
究
は
画
期
的
で
あ
る
が
、
彼
の
理
論
に
は
国
家
利

益
の
変
化
と
い
う
観
点
が
抜
け
て
い
る
。
ま
た
、
彼
の
現
状
維
持
国
家
と
現
状
打
破
国
家
の
定
義
に
は
、
整
合
性
と
い
う
面
で
問
題
が
あ

る
。Sc

h
w
eller,

,
p
p.
15
‐
2
6.

一
方
、
デ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
は
、
ウ
ォ
ル
フ
ァ
ー
ズ
の
定
義
を
援
用
し
て
、
①
領
土
、

②
地
位
、
③
市
場
、
④
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
⑤
国
際
法
お
よ
び
国
際
制
度
の
制
定
と
変
更
、
と
い
う
五
つ
の
価
値
に
対
す
る
選
好
と
い
う
観

点
か
ら
現
状
維
持
国
家
と
現
状
打
破
国
家
を
再
定
義
し
て
い
る
。D

a
vidso

n,
‑

p.
1
3.

さ
ら
に
、
今
野
茂
充

国
際
シ
ス
テ
ム
の
制
約
と
国
家
利
益
│
│
近
代
日
本
外
交
の
理
論
分
析
、
一
八
六
八
│
一
九
四
五

（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
論
文
、
二
〇
〇
五
年
）
で
は
、
領
土
に
対
す
る
選
好
と
い
う
観
点
か
ら
国
家
利
益
を
再
定
義

し
た
上
で
、
極
の
数
と
極
を
構
成
す
る
大
国
の
国
家
利
益
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
国
際
シ
ス
テ
ム
の
構
造
的
制
約
を
再
定
式
化
し
、
国
家
利
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益
が
変
化
す
る
国
際
的
・
国
内
的
条
件
に
つ
い
て
も
体
系
化
を
試
み
て
い
る
。

（
80
）

同
様
の
点
は
、
以
下
の
書
評
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。Ste

n
R
y
n
nin

g,
“

T
h
e
H
ig

h
C
ost

of
T
h
e
or
y
in

N
e
oclas‑

sical
R
e
alis

m,
”

H‐
N
et

R
e
vie

w
s
in

th
e
H
u
m
a
nities&

S
ocial

S
cie

n
ces(

J
uly2

0
09).

‹
http://

w
w
w.

h‐
n
et.

or
g/
re
vie

w
s/
s
h
o
w
p
df.

p
h
p?
id=

24
3
3
9›

（
二
〇
〇
九
年
八
月
二
〇
日
ア
ク
セ
ス
）。
論
者
に
よ
っ
て
少
し

ず
つ
言
葉
は
異
な
る
が
、
古
典
的
リ
ア
リ
ス
ト
の
論
議
で
は
、
現
状
維
持
と
現
状
打
破
と
い
う
二
種
類
の
国
家
利
益
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

が
一
般
的
で
あ
っ
た
。H

e
n
r
y

A.
K
issin

g
er,

(
B
osto

n
H
o
u
g
hto

n
M
ifflin,

1
95
7);

A
r
n
old

W
olfers,

‑

(
B
alti

m
ore:

Jo
h
n
s
H
o
p
kin

s
U
niv

ersity
P
ress,

1
9
6
2);

H
a
n
s
J.

M
or
g
e
nth

a
u,

,
5
th

e
d.
(

N
e
w

Y
or

k:
A
lfre

d
A.

K
n
o
pf,

1
97
3);

D
a
vidso

n,
‑

,
p.
6.
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